
組織的に取り組むうえで重要な研修を充分に行っていない施設が

約５割ある。 

組
織
体
制

② 人権尊重など基本的な職業倫理に関する

教育（研修）を充分おこなっている 

はい 198 46.5％ 

いいえ 228 53.5％ 

③ 虐待防止や不適切ケア防止に関する研修

を充分行っている 

はい 254 59.6％ 

いいえ 172 40.4％ 

職員の高齢者への尊厳や権利擁護に対する意識が低い施設が 

約４割ある。 

職
場
の
実
態

② 利用者に対して人格を傷つける態度や

言葉を使っていない（指示的口調・子ど

も扱い） 

はい 244 57.3％ 

いいえ 182 42.7％ 

③ 職員間で利用者に対する態度や言葉づ

かいを相互に注意できている

はい 260 61.0％ 

いいえ 166 39.0％ 

⑧ 職員の不満・ストレスを常時キャッチ

し、相談できる体制がある

はい 286 67.1％ 

いいえ 140 32.9％ 

④ 上司や先輩が積極的に声をかけ、悩み

を聞いている

はい 336 78.9％ 

いいえ 90 21.1％ 

管理者は，ストレスや疲労の蓄積は虐待につながる可能性がある 

ことを認識していながら，職員の状況把握や相談体制の整備等が 

できていない施設がある。 

【課題】 虐待や権利擁護に関する教育や研修の機会の確保が必要 

【課題】 職員の悩みや不満，ストレスを解消する風土や仕組みづくり，  

    業務や勤務体制の改善に向けた組織運営の見直しが必要 

実施期間：平成２７年２月５日から１６日 

対象施設：特別養護老人ホーム，介護老人保健施設，介護療養型医

療施設，グループホーム，短期入所施設，小規模多機能

型居宅介護，養護老人ホーム，有料老人ホーム，サービ

ス付き高齢者住宅，ケアハウス 

計 ４２６施設 （回収率１００％）

実施方法：自己点検 

設問構成：「１．管理者の知識・意識」  （９問） 

「２．組織体制」          （１１問）   計３１問 

「３．職場の実態」        （１１問）         

施設に対する権利擁護の総点検の結果について 高齢者支援課 

管
理
者
の
知
識
・
意
識

① 虐待の５つの種類を知っている
はい 411 96.5％ 

いいえ 15 3.5％ 

② 虐待は基本的人権の侵害である
はい 424 99.5％ 

いいえ 2 0.5％ 

③ 虐待が確認された場合、管理者として取

るべき方策を知っている

はい 398 93.4％ 

いいえ 28 6.6％ 

⑥ 職員のストレスや疲労の蓄積は、虐待に

つながる可能性がある

はい 424 99.5％ 

いいえ 2 0.5％ 

【課題】 管理者の虐待防止に対する認識および取り組み 

    の視点について定期的に確認する機会が必要 

管理者として当然認識すべき項目であるにもかかわらず，基本的事

項を把握していない施設がある。

組
織
体
制

職
場
実
態

別紙１ 



施設に対する権利擁護

①虐待の５つの種類を知っている 

１ 管理者の知識

②虐待は基本的人権の侵害である 

③虐待が確認された場合、管理者と

して取るべき方策を知っている 

④虐待の通報先を知っている 

⑦介護に関する技術や経験が未熟 

だと利用者への虐待や不適切な 

ケアにつながり易い 

⑤身体拘束禁止の 11 項目を知っ 

 ている 

⑥職員のストレスや疲労の蓄積は、

虐待につながる可能性がある 

⑨常に不適切なケアの改善を意識 

しており、より良いケアを職員 

に指導している 

⑧利用者の安全や保護のためだと 

しても、身体拘束・行動制限は 

行わない 

権利擁護の総点検 結果表（対象施設：

②人権尊重

に関

こなっている

知識・意識 

15

411

いいえ

はい

28
398

いいえ

はい

2
424

いいえ

はい

19
407

いいえ

はい

164
262

いいえ

はい

2
424

いいえ

はい

25
401

いいえ

はい

111

315

いいえ

はい

75

351

いいえ

はい

③虐待防止

 関する

⑧職員

キャッチし

ある

①理念

 定め

いる

④身体拘束

した

合の

を明確

⑤フロア・

施錠

⑥利用者

に対応

っている

⑦第三者委員

施設

努力

⑨職場

員の

運営

⑩事業所

取り

ている

⑪事業所情報

ている

：４２６施設） 

人権尊重など基本的な職業倫理 

関する教育（研修）を充分お 

こなっている

２ 組織体制 

いいえ

はい

虐待防止や不適切ケア防止に 

する研修を充分行っている 
いいえ

はい

職員の不満・ストレスを常時 

キャッチし、相談できる体制が 
いいえ

はい

理念、倫理綱領、行動規範等を 

め，職員に周知徹底ができて 

いる
いいえ

はい

身体拘束は行わない原則を徹底 

した上で、緊急やむを得ない場 

の身体拘束等の手続き、方法 

明確に文書化している

いいえ

はい

フロア・事業所の入り口などに 

施錠がされていない
いいえ

はい

利用者・家族からの苦情や要望 

対応するシステムが明確にな 

っている
15いいえ

はい

第三者委員の積極的活用など、 

施設が閉鎖的にならないように 

努力している
いいえ

はい

職場の業務改善に向けて、職 

の提案や意見を取り入れて 

運営している
いいえ

はい

事業所の運営に職員の意見を 

入れ、参加を積極的に進め 

ている いいえ

はい

事業所情報を積極的に公表し 

ている いいえ

はい

228

198

172

254

140

286

216
210

70
356

136

290

15

411

147
279

24

402

106

320

105
321

①職員は全員、虐待

拘束禁止１１項目

②利用者に対して

態度や言葉を使

（指示的口調

③職員間で利用者

言葉づかいを相互

いる

④上司や先輩が積極的

悩みを聞いている

⑤関連する法律や

知識が職員間で

⑥介護サービス計画

ケアが実践できている

⑦利用者に日常的

できている(職員

事前伝達、勤務者

⑧個々の利用者の

尊重したケアを

⑨利用者・家族から

活発にあり、対応

⑩職員は利用者から

れたら、必ず立

聞いている

⑪ボランティアが

頻回、見学がいつでもできる

など事業所が開放的

３ 職場の実態 

虐待の種類と身体 

項目を知っている
72

いいえ

はい

して人格を傷つける 

使っていない 

・子ども扱い） 182いいえ

はい

利用者に対する態度や 

相互に注意できて 
166いいえ

はい

積極的に声をかけ、 

いている
90いいえ

はい

や規定についての 

で身についている
68

いいえ

はい

計画に基づいた 

できている
50いいえ

はい

日常的な情報提供が 

職員の異動退職の 

勤務者、予定など）        178いいえ

はい

の生活リズムを 

したケアを提供できている
94いいえ

はい

から要望や苦情が 

対応できている
89いいえ

はい

から呼び止めら 

立ち止まり話を 
193いいえ

はい

ボランティアが活発、面会が 

がいつでもできる

開放的である 28いいえ

はい

354

182

244

166
260

336

358

376 

178

248

332

337

193

233

398


